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サンクチュアリ教会およびＵＣＩを支持する人々の言説の誤り（21）

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
顯
進
、
あ
な
た
が
大
会
を
行
っ

た
の
で
す
が
、
ど
こ
で
行
っ
た
の
？

…
…
日
本
大
会
を
す
る
と
き
、
あ

な
た
が
成
功
裏
に
終
え
た
と
言
い
、

『
マ
ニ
ラ
に
行
く
』
と
私
に
電
話
し

た
で
し
ょ
う
？　

私
は
何
も
言
わ
な

か
っ
た
よ
。『
早
く
戻
っ
て
来
な
さ

い
』
と
言
っ
た
よ
。
マ
ニ
ラ
に
な
ぜ

行
く
の
か
と
聞
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

…
…
（
注
、
真
の
お
父
様
が
）『
早

く
戻
っ
て
来
な
さ
い
』
と
言
っ
た
と

き
、『
早
く
戻
る
』
と
言
っ
て
お
い

て
、
ど
う
し
て
遅
ら
せ
る
の
？
」（
マ

ル
ス
ム
選
集
６
０
９
︱
１
２
７
）

　

こ
の
よ
う
に
、
顯
進
様
は
三
月
一

日
の
日
本
大
会
を
終
え
た
後
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
行
く
前
に
真
の
お
父
様
に

電
話
し
た
と
き
、
お
父
様
は
「
早
く

戻
っ
て
来
な
さ
い
」
と
語
ら
れ
、
顯

進
様
を
待
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。　

　

し
か
し
顯
進
様
は
す
ぐ
に
は
戻
ら

ず
、
三
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
原
理

本
体
論
教
育
の
終
わ
っ
た
翌
日
の
三

月
八
日
、
い
わ
ゆ
る
「
束
草
事
件
」

の
早
朝
の
訓
読
会
に
途
中
か
ら
参
加

二
十
五
、「
米
国
教
会
理
事
会
乗
っ

取
り
未
遂
事
件
」
の
真
相
に
つ
い
て

　
　

二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
九
日
、
真

の
ご
家
庭
の
三
女
の
文ム

ン

仁イ
ン

進ヂ
ン

様
が
、

真
の
父
母
様
の
指
示
に
よ
っ
て
米
国

家
庭
連
合
の
総
会
長
の
人
事
発
令
を

受
け
、
同
年
八
月
十
四
日
「
米
国
総

会
長
」
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て

八
月
二
十
一
日
、
仁
進
様
は
米
国
総

会
長
の
職
権
に
よ
っ
て
米
国
教
会
の

教
理
研
究
院

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
お
よ
び
Ｕ
Ｃ
Ｉ
を
支
持
す
る
人
々
の
言
説
の
誤
り
（
21
）

理
事
会
役
員
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は

「
文
仁
進
の
不
法
理
事
会
変
更
」（
１

５
１
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
梁ヤ

ン

昌チ
ャ
ン

植シ
ㇰ

氏
が
真
の
お

父
様
の
指
示
事
項
な
ど
を
整
理
し
た

「
二
〇
〇
九
年
三
月
八
日
、
束ソ

ㇰ

草チ
ョ

報

告
書
」
に
、
米
国
教
会
の
理
事
会
は

「
法
律
に
よ
る
法
的
権
限
は
理
事
会

が
持
つ
」（
14
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
よ

う
に
、
仁
進
様
は
そ
れ
に
基
づ
い
て

理
事
会
役
員
を
変
更
し
た
の
で
あ
っ

て
、「
不
法
理
事
会
変
更
」
を
し
た

事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
文
顯

ヒ
ョ
ン

進ヂ
ン

様
は
、
こ
れ
を

「
不
法
理
事
会
変
更
」
で
あ
る
と
し
、

「
元
来
ど
お
り
に
理
事
会
を
戻
す
」

（『
統
一
教
会
の
分
裂
』
１
４
５
ペ
ー

ジ
）
た
め
の
理
事
会
を
招
集
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
が
、
六
対
五
の
票
決

に
よ
り
理
事
会
の
開
催
自
体
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
顯
進
様
が
理
事
会

を
開
催
し
よ
う
と
し
た
こ
の
事
件
こ

そ
「
米
国
教
会
理
事
会
乗
っ
取
り
未

遂
事
件
」
な
の
で
す
。

　
（
１
）〝
虚
偽
〟
に
基
づ
く
金
炳
和
氏

の
声
明
文

　

当
時
、
米
国
教
会
理
事
会
の
理
事

の
一
人
で
元
北
米
大
陸
会
長
で
あ
っ

た
金キ

ㇺ

炳ビ
ョ
ン

和フ
ァ

氏
は
、
二
〇
一
七
年
十

月
十
六
日
「
真
実
の
前
に
沈
黙
を

破
っ
て
」
と
題
す
る
声
明
文
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
声
明
文
で
彼
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
顯
進
様
は
二
〇
〇
九
年
二
月

…
…
ア
メ
リ
カ
教
会
の
理
事
会
を
招

集
し
、
理
事
を
本
来
の
メ
ン
バ
ー
に

戻
そ
う
と
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
当
時
、

ア
メ
リ
カ
教
会
の
理
事
だ
っ
た
の
で
、

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
六
日
に
開
催

さ
れ
た
臨
時
理
事
会
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

会
議
は
、
最
終
的
に
國
進
様
と
亨
進

様
、
仁
進
様
の
反
対
に
よ
り
無
効
と

な
り
ま
し
た
。
…
…
二
月
二
十
六
日
、

理
事
会
が
無
効
に
な
っ
た
直
後
、
私

た
ち
夫
婦
は
顯
進
様
に
侍
っ
て
束
草

に
最
初
に
到
着
し
、
お
父
様
に
お
会

い
し
、
理
事
陣
復
帰
の
た
め
の
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
報
告
し
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
お
父
様
は
…
…
一
切
報
告

を
聞
こ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
結

局
、
こ
の
対
立
は
繕
わ
れ
な
い
ま
ま
、

顯
進
様
は
翌
日
の
二
月
二
十
七
日
、

G
P
F
の
世
界
ツ
ア
ー
の
た
め
に

日
本
に
出
国
さ
れ
ま
し
た
」（
５
ペ
ー

ジ
。
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
は
教
理
研
究
院
）

　

し
か
し
、
こ
の
説
明
は
事
実
と
異

な
る
〝
虚
偽
の
証
言
〟
で
す
。

　
①
顯
進
様
が
「
二
月
二
十
七
日
、
日

本
に
出
国
」
し
た
と
い
う
〝
虚
偽
〟

で
は
、
明
日
、
明
後
日
（
三
月
）
一

日
か
ら
正
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま

す
。
…
…
一
人
も
抜
け
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
な
さ
い
」（
マ
ル
ス
ム

選
集
６
０
８
︱
２
６
９
）

　

真
の
子
女
様
方
は
、
三
月
一
日
か

ら
始
ま
っ
た
第
六
回
「
神
様
摂
理
史

の
責
任
分
担
解
放
圏
完
成
宣
布
教
育
」

（
原
理
本
体
論
教
育
）
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
が
、
顯
進
様
は
二
月
二
十
八

日
に
日
本
に
出
国
し
、
真
の
お
父
様

が
指
示
さ
れ
た
三
月
一
日
の
ア
ベ
ル

Ｕ
Ｎ
を
中
心
と
し
た
総
会
や
原
理
本

体
論
教
育
に
は
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

当
初
、
顯
進
様
は
「
日
本
大
会

（
二
月
二
十
七
日
～
三
月
一
日
）
を

皮
切
り
に
…
…
主
要
国
家
を
巡
回
す

る
予
定
」（『
統
一
世
界
』
二
〇
〇
九

年
三
月
号
１
０
３
ペ
ー
ジ
）
で
し
た

が
、
実
際
の
日
本
大
会
は
「
二
月
二

十
八
日
～
三
月
一
日
」（「
中
和
新
聞
」

二
〇
〇
九
年
三
月
号
12
ペ
ー
ジ
）
に

変
更
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

真
の
お
父
様
は
三
月
八
日
、
い
わ

ゆ
る
「
束
草
事
件
」
で
次
の
よ
う
に

　

金
炳
和
氏
は
、
顯
進
様
は
世
界

ツ
ア
ー
の
た
め
「
二
月
二
十
七
日
」

に
「
日
本
に
出
国
」
し
た
と
述
べ
ま

す
が
、
実
際
は
、「
二
月
二
十
八
日
」

に
「
日
本
に
出
国
」
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
ス
ム
選
集
６
０
８
巻
２
５
８

ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
二
〇
〇
九
年
二

月
二
十
七
日
午
後
五
時
か
ら
天

チ
ョ
ン

情
ヂ
ョ
ン

苑ウ
ォ
ン

で
「
真
の
父
母
様
主
管
、
特
別

会
議
」（
教
理
研
究
院
の
訳
。
以
下

同
じ
）
が
開
催
さ
れ
、
真
の
お
父
様

は
次
の
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
万
王
の
王
神
様
解
放
権
戴
冠
式

が
終
わ
っ
た
次
に
、
大
会
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
三
月
一
日

か
ら
ア
ベ
ル
Ｕ
Ｎ
を
中
心
と
し
て

…
…
総
会
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」、「
皆
さ
ん
が
一
週
間
、（
原
理

本
体
論
を
受
講
）
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
私
が
一
週
間
、
講
義
を
聞
こ
う

と
思
い
ま
す
。
教
育
す
る
の
が
い
い

で
す
か
。
し
な
い
の
が
い
い
で
す
か
？　

返
事
！　

亨
ヒ
ョ
ン

進ヂ
ン

、
國ク

ㇰ

進チ
ン

！
（「
は
い
、

教
育
す
る
の
が
い
い
で
す
」）
い
い
？　

顯
進
も
い
い
の
？　

…
…
あ
な
た
た

ち
も
一
緒
に
受
け
る
？
（「
は
い
」）

解 説

し
、
真
の
お
父
様
は
そ
の
よ
う
な
顯

進
様
の
〝
不
従
順
〟
な
行
動
に
対
し

叱
責
さ
れ
た
の
で
す
。

　

金
炳
和
氏
が
、
理
事
会
開
催
日
を

米
国
時
間
の
二
月
二
十
六
日
に
し
て

〝
ご
ま
か
そ
う
〟
と
す
る
理
由
は
、

真
の
お
父
様
が
二
月
二
十
七
日
に
語

ら
れ
た
み
言
を
直
接
聞
い
て
い
な
い

こ
と
に
し
、
顯
進
様
が
み
言
に
反
す

る
行
動
を
取
っ
て
い
る
事
実
を
隠
蔽

し
た
い
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
②
米
国
臨
時
理
事
会
は
、
実
際
に
は
韓

国
時
間
の
二
月
二
十
七
日
に
開
催

　

前
述
の
と
お
り
、
金
炳
和
氏
は
声

明
文
で
米
国
教
会
の
臨
時
理
事
会
が

「
二
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
梁
昌

植
氏
は
「
二
〇
〇
九
年
三
月
八
日
、

束
草
報
告
書
」
で
次
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
ま
す
。

　
「
二
月
二
十
七
日
（
米
国
時
間
二

月
二
十
六
日
）
朝
、
韓
国
に
入
国
さ

れ
た
顯
進
様
は
束
草
に
お
ら
れ
た
父

母
様
に
お
目
に
か
か
る
前
に
、（
韓

国
の
）
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
に
と
ど

　

Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
い
わ
ゆ
る
「
郭ク
ァ
ㇰグ

ル
ー
プ
」）
を
支
持
す
る
人
々
は
、
金キ
ㇺ

鍾ヂ
ョ
ン

奭ソ
ㇰ

著
『
統
一
教

会
の
分
裂
』
の
日
本
語
訳
を
広
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
書
籍
は
、
み
言
改か
い

竄ざ
ん

や
事
実
歪

曲
に
よ
り
、
真
の
お
母
様
を
お
と
し
め
る
内
容
に
満
ち
て
い
ま
す
。
今
回
は
、『
統
一
教

会
の
分
裂
』
が
「
文
仁
進
の
不
法
理
事
会
変
更
」（
１
５
１
ペ
ー
ジ
）
と
呼
ぶ
内
容
に
触

れ
な
が
ら
、「
米
国
教
会
理
事
会
乗
っ
取
り
未
遂
事
件
」
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
総
合
的
に
理
解
し
把
握
す
る
た
め
に
は
、「
真
の
父
母
様
宣

布
文
サ
イ
ト
（http://trueparents.jp/
）」
の
掲
載
文
や
映
像
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
理
研
究
院

　

注
、
真
の
父
母
様
の
み
言
お
よ
び
家
庭
連
合
の
公
式
発
表
は
「
青
い
字
」
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ

側
の
主
張
は
「
茶
色
の
字
」
で
区
別
し
て
い
ま
す
。

真
の
父
母
様
宣
布
文
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら
→
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ま
り
な
が
ら
国
際
電
話
を
通
じ
て

米
国
教
会
の
理
事
会
を
招
集
し
た
」

（
15
ペ
ー
ジ
）

　　

上
記
の
内
容
を
総
括
し
、
顯
進
様

の
行
動
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

二
月
二
十
七
日
午
前
：
韓
国
・
ソ

ウ
ル
の
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
か
ら
国

際
電
話
で
米
国
教
会
の
臨
時
理
事
会

を
開
催

　

�

二
月
二
十
七
日
午
後
：
韓
国
の
束

草
に
到
着

　

�

二
月
二
十
八
日
午
後
：
韓
国
か
ら

日
本
に
出
国

　

金
炳
和
氏
が
述
べ
て
い
る
米
国
教

会
臨
時
理
事
会
が
「
二
月
二
十
六
日

に
開
催
さ
れ
た
」
と
い
う
説
明
は

〝
ご
ま
か
し
〟
が
あ
り
、
こ
れ
は
束

草
に
行
く
直
前
、
米
国
時
間
に
す
れ

0

0

0

0

0

0

0

ば0

「
二
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
韓

国
時
間
の
「
二
月
二
十
七
日
」
な
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
金
炳
和
氏
の

声
明
文
に
は
〝
虚
偽
〟
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
（
２
）『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、

食
い
違
う
〝
虚
偽
の
証
言
〟
で
つ
づ

ら
れ
た
書
籍

　
①
食
い
違
う
「
K
氏
の
証
言
」

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
次
の

よ
う
な
「
K
氏
の
証
言
」（
１
２
３

ペ
ー
ジ
の
脚
注
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
理
事
会
騒
動
が
起
き
た
直
後
、

文
顯
進
は
韓
国
に
立
ち
寄
り
創
始
者

（
注
、
真
の
お
父
様
）
に
会
っ
て
苦

境
に
立
た
さ
れ
た
。
…
…
『
何
故
、

理
事
会
を
全
て
替
え
た
の
か
』
…
…

『
お
前
が
米
国
の
責
任
者
な
の
に
、

何
も
し
な
か
っ
た
と
は
何
ご
と
か
。

も
う
一
度
、
全
て
替
え
ろ
』
と
（
お

父
様
は
）
指
示
し
た
」（
太
字
ゴ
シ
ッ

ク
は
教
理
研
究
院
、
以
下
同
じ
）

　

こ
の
よ
う
に
「
K
氏
の
証
言
」

で
は
「
理
事
会
騒
動
が
起
き
た
直
後
、

文
顯
進
は
韓
国
に
立
ち
寄
り
」
と

し
、
顯
進
様
が
米
国
に
お
ら
れ
た
と

き
騒
動
が
起
き
、
直
後
韓
国
に
寄
っ

た
か
の
よ
う
に
述
べ
、
真
の
お
父
様

が
「
お
前
が
米
国
の
責
任
者
な
の
に
、

何
も
し
な
か
っ
た
と
は
何
ご
と
か
。

も
う
一
度
、
全
て
替
え
ろ
」
と
指
示

さ
れ
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
文
顯
進
前
補

佐
官
K
氏
の
証
言
」（
１
４
７
ペ
ー

ジ
の
脚
注
）
に
よ
れ
ば
、
理
事
会
騒

動
の
直
後
、「
他
の
兄
弟
よ
り
早
く

束
草
に
到
着
し
た
文
顯
進
は
金
炳
和

と
共
に
創
始
者
に
経
緯
を
報
告
し
よ

う
と
し
た
が
、
創
始
者
は
完
全
に
耳

を
閉
ざ
し
て
い
た
」（
１
４
６
～
１

４
７
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
、
両
者
の
証

言
は
食
い
違
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
「
創
始
者
は
完
全
に
耳
を
閉
ざ

し
て
い
た
」
と
の
説
明
は
金
炳
和
氏

の
声
明
文
と
類
似
し
ま
す
。

　
②
「
仁
進
様
就
任
以
後
の
改
編
に

よ
っ
て
除
外
さ
れ
た
」
人
物
名
の
食

い
違
い

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
を
見
る
と
、

「
金
炳
和
氏
の
緊
急
報
告
文
」
で
は

「
仁
進
様
就
任
以
後
の
改
編
に
よ
っ

て
除
外
さ
れ
て
い
た
（
理
事
は
）
金

起
勲
、
朴
ジ
ョ
ン
ヘ
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
シ
ェ
ン
カ
ー
な
ど
の
三
人
」（
１

４
４
ペ
ー
ジ
の
脚
注
）
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、「
当
時
、
文
顯
進
に

随
行
し
て
い
た
K
氏
の
証
言
」（『
統

一
教
会
の
分
裂
』
１
２
４
ペ
ー
ジ
の

脚
注
）
に
よ
る
と
、
仁
進
様
就
任
以

後
の
改
編
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
た
理

事
は
「
金
炳
和
、
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
ヘ
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ェ
ン
カ
ー
な
ど
三

人
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
金
炳
和

氏
の
緊
急
報
告
文
」
と
「
当
時
、
文

顯
進
に
随
行
し
て
い
た
K
氏
の
証

言
」
で
は
除
外
さ
れ
た
人
物
名
が
食

い
違
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
食
い

違
う
内
容
で
あ
っ
て
も
平
然
と
記
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
実
関
係
と

〝
真
偽
〟
を
検
証
せ
ず
、
証
言
を
た

だ
う
の
み
に
し
情
報
を
垂
れ
流
し
に

す
る
〝
無
責
任
〟
な
内
容
と
言
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

　
（
３
）
櫻
井
正
上
氏
は
〝
虚
偽
〟
に

基
づ
く
金
炳
和
氏
の
証
言
に
だ
ま
さ

れ
て
い
る

①
「
お
父
様
の
指
示
と
世
界
本
部
の

指
示
が
『
違
っ
て
』
い
た
」
？

　

櫻
井
正
上
氏
は
、
そ
の
著
書
『
真

実
を
求
め
て
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。

　
「
仁
進
様
の
人
事
が
『
お
父
様
の

人
事
で
な
か
っ
た
』
こ
と
は
、
後
に
、

当
時
の
米
国
大
陸
会
長
が
明
か
し
て

い
ま
す
。
…
…
お
父
様
の
指
示
と
世

界
本
部
の
指
示
が
『
違
っ
て
』
い
た
」

（
37
ペ
ー
ジ
）

　

し
か
し
、
こ
の
当
時
の
米
国
大
陸

会
長
で
あ
る
金
炳
和
氏
の
証
言
は

〝
虚
偽
の
主
張
〟
で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
文
仁
進
様
の
米
国
総

会
長
任
命
事
件
」
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
「
真
の
父
母
様
宣
布
文
サ
イ

ト
」
で
真
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
（https://trueparents.jp/?page_

id=4514

）
が
、
簡
潔
に
述
べ
る
と
、

仁
進
様
は
「
二
〇
〇
八
年
七
月
二
十

九
日
、
真
の
父
母
様
の
指
示
」
で
家

庭
連
合
の
「
米
国
総
会
長
」
の
人
事

発
令
を
受
け
、
就
任
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
四

日
付
で
、
世
界
宣
教
本
部
（
当
時
）

は
公
文
を
発
信
し
、
そ
こ
に
は
「
全

て
の
組
織
は
真
の
父
母
様
の
指
示
を

受
け
、
文
亨
進
世
界
会
長
が
総
括
す

る
」
と
あ
り
、
右
の
よ
う
な
図
が
添

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
こ
の

図
に
対
し
「
宣
教
本
部
側
で
文
顯
進

を
意
識
し
急
遽
、
作
っ
た
公
文
」（
１

４
５
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
述
べ
ま
す

が
、
こ
れ
は
「
真
の
父
母
様
の
特
別

指
示
」
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
束
草
事

件
」
が
起
こ
っ
た
二
〇
〇
九
年
三
月

八
日
、
真
の
お
父
様
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
韓
国
の
外
的
な
仕
事
を
誰
が
責

任
持
っ
た
の
？
（「
黄

フ
ァ
ン

善ソ
ン

祚ヂ
ョ

会
長
で

す
」）
黄
善
祚
！
（「
は
い
」）
黄
善

祚
の
指
揮
下
に
あ
る
の
？　

…
…
組

織
体
制
で
見
れ
ば
、
亨
進
の
指
揮
下

に
全
て
（
の
組
織
）
が
入
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
郭

ク
ァ
ㇰ

錠チ
ョ
ン

煥フ
ァ
ンで

は
な
い
の
で
す
。

…
…
私
も
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
私

も
。
私
が
そ
の
上
に
い
る
と
思
わ
な

い
の
で
す
」（
マ
ル
ス
ム
選
集
６
０

９
︱
１
２
６
）

　

真
の
お
父
様
は
、「
組
織
体
制
で

見
れ
ば
、
亨
進
の
指
揮
下
に
全
て

（
の
組
織
）
が
入
っ
た
…
…
私
も
入
っ

て
い
る
の
で
す
」
と
ま
で
語
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
お
父
様

は
「
公
文
の
図
」
の
内
容
に
基
づ
い

て
み
言
を
語
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

櫻
井
正
上
氏
の
「
お
父
様
の
指
示

と
世
界
本
部
（
亨
進
様
）
の
指
示
が

『
違
っ
て
』
い
た
」
と
い
う
主
張
は

誤
っ
て
い
ま
す
。
公
文
に
よ
る
人
事

発
令
や
組
織
体
制
は
、
真
の
お
父
様

の
指
示
と
完
全
に
〝
一
致
〟
し
て
い

ま
す
。
櫻
井
正
上
氏
は
、
金
炳
和
氏

の
〝
虚
偽
の
証
言
〟
に
だ
ま
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

顯
進
様
は
、「
真
の
父
母
様
の
特

別
指
示
」
の
公
文
や
図
を
見
て
、「
非

常
に
不
快
な
気
分
を
現
わ
し
、
職
権

で
米
国
統
一
教
会
理
事
会
を
召
集
」

（『
統
一
教
会
の
分
裂
』
１
４
５
ペ
ー

ジ
）
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
「
米
国
教
会
理
事
会

乗
っ
取
り
未
遂
事
件
」
と
な
っ
た
の

で
す
。

　
②
理
事
会
変
更
の
目
的
は
、「
文
仁

進
様
の
地
位
を
剥
奪
す
る
た
め
」

　

櫻
井
正
上
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。

　
「
仁
進
様
の
人
事
が
『
お
父
様
の

人
事
で
な
か
っ
た
』」
の
で
、
顯
進

様
は
「
お
父
様
の
意
向
を
確
認
さ
れ

た
上
で
、
改
め
て
米
国
家
庭
連
合
の

理
事
会
を
原
状
復
帰
し
よ
う
」（『
真

実
を
求
め
て
』
37
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ

た
。
こ
れ
が
「『
顯
進
様
側
の
理
事

会
占
拠
』、
言
わ
ば
『
ク
ー
デ
タ
ー
』」

（
同
）
と
し
て
「
顯
進
様
の
暴
挙
と

し
て
報
告
、
お
父
様
が
激
怒
」（
同
、

１
３
６
ペ
ー
ジ
）
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

「
二
〇
一
〇
年
二
月
三
日
、
顯
進
様
、

米
国
家
庭
連
合
理
事
長
解
任
」（
同
、

１
３
７
ペ
ー
ジ
）
さ
れ
た
。

真の父母様

文亨進 世界会長

世界平和統一家庭連合
文亨進 世界会長

天宙平和連合
文顯進 世界議長

2009年2月24日付の公文の図表
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サンクチュアリ教会およびＵＣＩを支持する人々の言説の誤り（21）

　　

し
か
し
、
こ
れ
は
事
実
に
反
す
る

〝
虚
偽
の
主
張
〟
で
す
。
マ
イ
ケ
ル
・

ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
は
、
二
〇
一
〇
年

七
月
一
日
の
「
報
告
書
」
で
次
の
よ

う
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
「（
二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
七
日
）

我
々
は
国
際
電
話
会
議
に
よ
り
理
事

会
を
行
い
ま
し
た
。
…
…
Ｈ
Ｓ
Ａ
－

Ｕ
Ｗ
Ｃ
（
米
国
の
世
界
基
督
教
統
一

神
霊
協
会
）
理
事
長
で
あ
る
仁
進
様

が
開
会
を
宣
言
し
ま
し
た
。
仁
進
様

は
お
父
様
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
理

事
会
に
変
更
を
加
え
な
い
と
い
う
動

議
を
提
出
し
…
…
理
事
会
は
六
対
五

の
票
決
に
よ
り
、
会
合
を
閉
会
す
る

こ
と
を
決
め
、
変
更
が
防
止
さ
れ
ま

し
た
。
…
…
（
お
父
様
は
）
会
合
の

継
続
（
理
事
会
を
変
更
す
る
こ
と
）

を
支
持
し
て
投
票
し
た
理
事
全
員
に

辞
任
要
求
通
知
を
出
す
よ
う
要
請
さ

れ
…
…
（
彼
ら
は
）
理
事
を
辞
任
し

ま
し
た
」（
４
ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
「
報
告
書
」
に
あ
る
よ
う
に

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
七
日
当
時
、

「
仁
進
様
が
米
国
教
会
の
理
事
長
」

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
二
月
二
十
七
日

の
国
際
電
話
を
通
じ
て
の
米
国
教
会

理
事
会
は
、
六
対
五
の
票
決
で
、
理

事
会
の
会
合
が
中
止
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
で
、
顯
進
様
を
支
持
し
て

投
票
し
た
五
人
の
理
事
全
員
が
辞
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
顯
進
様
は
法
的
に
も

実
質
的
に
も
権
限
を
持
っ
た
理
事
で

は
な
か
っ
た
た
め
、
理
事
会
の
票
決

に
参
加
す
る
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
櫻
井
正
上
著
『
真
実
を
求
め

て
』
に
「
二
〇
一
〇
年
二
月
三
日
、

顯
進
様
、
米
国
家
庭
連
合
理
事
長
解

任
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
事
実
に
反

し
ま
す
。
事
実
は
、
仁
進
様
が
法
的

権
限
を
持
っ
た
正
式
な
「
米
国
教
会

の
理
事
長
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

真
の
お
父
様
は
辞
任
す
る
こ
と
と

な
っ
た
理
事
に
対
し
、
次
の
よ
う
に

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
責
任
を
負
っ
た
人
た
ち
が
そ
こ

（
理
事
会
変
更
）
に
加
担
し
て
、
扇

動
し
手
を
挙
げ
た
な
ら
ば
、
そ
の
手

を
挙
げ
た
こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
っ

て
、
誰
が
挙
げ
さ
せ
る
よ
う
に
し
た

と
言
う
必
要
は
な
い
の
で
す
。
…
…

本
人
自
身
が
問
題
で
す
！　

本
人
自

身
が
、
そ
の
よ
う
な
思
想
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
手
を
挙
げ
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
思
想
が
な
け
れ
ば
、

手
を
挙
げ
ろ
と
言
っ
て
も
挙
げ
な
い

よ
う
に
す
る
の
で
す
」（
マ
ル
ス
ム

選
集
６
０
９
︱
１
２
６
）

　

真
の
お
父
様
は
、
理
事
会
を
変
更

し
よ
う
と
し
た
〝
乗
っ
取
り
未
遂
事

件
〟
に
対
し
、「
手
を
挙
げ
た
こ
と

自
体
が
問
題
」
で
あ
る
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
は
「
報

告
書
」
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い

ま
す
。（
注
、「
報
告
書
」
で
、
顯
進

様
の
言
葉
の
部
分
は
「
茶
色
の
字
」

で
、
真
の
お
父
様
の
み
言
は
「
青
い

字
」
で
表
記
）

　
「（
二
月
二
十
四
日
）
イ
ー
ス
ト

ガ
ー
デ
ン
の
顯
進
様
宅
で
の
顯
進
様

と
Ｈ
Ｓ
Ａ
－
Ｕ
Ｗ
Ｃ
の
代
表
ら
と
の

会
合
で
、
…
…
顯
進
様
は
お
父
様
の

補
佐
官
に
電
話
す
る
よ
う
要
求
し
ま

し
た
。
…
…
電
話
が
つ
な
が
れ
、
彼

は
理
事
会
の
変
更
を
し
な
い
よ
う
に

と
い
う
お
父
様
の
願
い
を
確
認
し
ま

し
た
。
顯
進
様
は
そ
こ
に
集
ま
っ
た

我
々
に
対
し
て
、
こ
れ
は
心
得
違
い

の
指
導
者
た
ち
が
お
父
様
の
指
示
を

歪
曲
し
て
い
る
だ
け
だ
と
告
げ
ま
し

た
。
…
…
お
父
様
が
間
違
っ
た
情
報

を
与
え
ら
れ
た
結
果
と
し
て
間
違
っ

た
指
示
が
出
さ
れ
た
の
だ
と
、
…
…

（
理
事
会
の
）
変
更
に
つ
い
て
は
後

で
お
父
様
と
話
し
合
う
し
、
自
分
は

お
父
様
の
全
面
的
な
支
持
を
受
け
て

い
る
と
言
い
ま
し
た
。
…
…
顯
進
様

は
理
事
会
を
と
に
か
く
開
き
、
自
分

が
要
求
し
て
い
る
変
更
を
実
行
す
る

よ
う
要
求
し
ま
し
た
」（
４
ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
よ
う
に
、
顯
進
様
は
米
国
教

会
の
理
事
会
に
「
心
得
違
い
の
指
導

者
た
ち
が
お
父
様
の
指
示
を
歪
曲
し

て
い
る
」「
お
父
様
が
間
違
っ
た
情

報
を
与
え
ら
れ
た
結
果
と
し
て
間

違
っ
た
指
示
が
出
さ
れ
た
の
だ
」
と

述
べ
、
理
事
会
の
「
変
更
に
つ
い
て

は
後
で
お
父
様
と
話
し
合
う
」
と

言
っ
て
説
得
し
た
た
め
、
一
部
の
理

事
た
ち
は
顯
進
様
を
支
持
し
て
票
決

で
手
を
挙
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
と
に
対
し
、
真
の
お
父
様
は

「
手
を
挙
げ
た
こ
と
自
体
が
問
題
」

で
あ
る
と
叱
責
さ
れ
ま
し
た
。

　

梁
昌
植
氏
の
「
二
〇
〇
九
年
三
月

八
日
、
束
草
報
告
書
」
は
次
の
よ
う

に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
「
文
亨
進
会
長
は
世
界
会
長
と
し

て
創
始
者
で
あ
る
お
父
様
の
命
令
が

『
現
理
事
会
を
開
か
ず
に
束
草
に
ま

ず
集
結
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
』

と
い
う
お
父
様
の
意
を
伝
え
な
が
ら
、

『
理
事
会
の
強
行
自
体
が
父
母
様
の

意
に
逆
ら
っ
て
い
る
』
と
い
う
こ
と

を
警
告
し
ま
し
た
」（
15
ペ
ー
ジ
）�

　　

こ
の
よ
う
に
二
月
二
十
七
日
、
韓

国
で
開
会
さ
れ
た
国
際
電
話
に
よ
る

米
国
教
会
の
理
事
会
の
会
合
で
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
亨
進
様

は
、
真
の
お
父
様
が
「
現
理
事
会
を

開
か
ず
に
束
草
に
ま
ず
集
結
す
る
よ

う
に
」
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
理
事
た

ち
に
伝
え
、「
理
事
会
の
強
行
自
体

が
父
母
様
の
意
に
逆
ら
っ
て
い
る
」

と
ま
で
警
告
し
て
い
ま
す
。
前
も
っ

て
お
父
様
か
ら
「
理
事
会
の
変
更
を

し
な
い
よ
う
に
」
と
伝
え
ら
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
人
の
理
事

た
ち
は
、
顯
進
様
を
支
持
し
て
票
決

で
手
を
挙
げ
た
の
で
す
。　

　

こ
の
事
実
を
知
ら
れ
た
真
の
お
父

様
は
、
深
刻
に
な
ら
れ
、
お
父
様
の

指
示
に
対
し
て
背
信
し
〝
不
従
順
〟

な
行
動
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
理
事
た

ち
を
、
い
っ
た
ん
辞
任
す
る
よ
う
に

さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
櫻
井
正
上
氏
は
、「
顯

進
様
の
暴
挙
と
し
て
報
告
」
さ
れ
た

か
ら
「
お
父
様
が
激
怒
」
さ
れ
た
の

だ
と
勘
違
い
し
て
い
ま
す
。
真
の
お

父
様
は
、
理
事
た
ち
が
「
手
を
挙
げ

た
こ
と
自
体
が
問
題
」
だ
っ
た
と
語

ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
叱
責
し
て
お
ら

れ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
は
、
顯

進
様
の
要
求
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。

　
「
自
分
（
顯
進
様
）
が
要
求
し
て

い
る
変
更
を
実
行
す
る
よ
う
要
求
し

ま
し
た
。
…
…
理
事
会
の
公
式
通
知

は
、
理
事
会
に
投
票
権
を
持
つ
新
し

い
理
事
を
任
命
す
る
こ
と
を
要
請
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
復
帰
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
」（
４
ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
よ
う
に
、
顯
進
様
の
要
求
の

本
当
の
狙
い
は
、
単
に
「
仁
進
様
就

任
以
後
の
改
編
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ

て
い
た
…
…
三
人
を
理
事
職
に
再
び

元
通
り
に
復
帰
」（『
統
一
教
会
の
分

裂
』
１
４
４
ペ
ー
ジ
の
脚
注
）
さ
せ

る
た
め
で
は
な
く
、「
新
し
い
理
事

を
任
命
す
る
こ
と
」
す
な
わ
ち
「
顯

進
様
が
直
接
理
事
長
に
な
り
実
際
の

米
国
責
任
者
」（
１
４
５
ペ
ー
ジ
の

脚
注
）
に
な
る
た
め
の
理
事
会
変
更

の
要
求
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
米
国
教
会
理
事
長
で
あ

る
〝
文
仁
進
様
の
地
位
を
剥
奪
す
る

た
め
〟
の
変
更
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

ま
さ
し
く
顯
進
様
に
よ
る
「
米
国

教
会
理
事
会
乗
っ
取
り
未
遂
事
件
」

だ
っ
た
の
で
す
。
最
終
的
に
理
事
会

の
票
決
は
六
対
五
と
な
り
、
顯
進
様

を
支
持
す
る
票
は
五
票
に
と
ど
ま
り

乗
っ
取
り
は
未
遂
と
な
り
ま
し
た
。

　
③
悔
い
改
め
た
「
理
事
陣
」
と
、
悔

い
改
め
な
か
っ
た
「
顯
進
様
」

　

櫻
井
正
上
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
「
束

草
事
件
」
に
よ
る
顯
進
様
の
職
務
停

止
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ら
の
一
連
の

出
来
事
は
即
ち
、『
長
子
』
を
潰
し
、

世
界
摂
理
を
破
壊
し
、
統
一
運
動
の

方
向
性
を
見
失
わ
せ
よ
う
と
す
る

『
サ
タ
ン
の
業
』」（『
真
実
を
求
め
て
』

38
ペ
ー
ジ
）
で
あ
り
、「
顯
進
様
は

こ
れ
を
『
天
宙
史
的
葛
藤
』
と
し
て

見
つ
め
ら
れ
た
」（
同
）
な
ど
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
真
の
お
父
様
は
い
わ
ゆ

る
「
束
草
事
件
」
の
と
き
に
次
の
よ

う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
万
王
の
王
神
様
（
解
放
権
）
戴

冠
式
の
と
き
、
顯
進
が
来
た
の
、
郭

錠
煥
？　

…
…
（「
十
五
日
、
そ
の

と
き
は
行
事
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」）
…
…
重
要
な
時
間
に
自
分

が
抜
け
た
ら
、
自
分
の
息
子
、
娘
た

ち
が
分
か
ら
な
い
と
思
う
の
？
」（
マ

ル
ス
ム
選
集
６
０
９
︱
１
２
７
）

　
「
十
五
日
に
韓
国
に
来
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
息
子
、
娘
た

ち
に
伝
授
し
て
生
か
す
た
め
に
来
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
よ
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う
な
重
要
な
会
議
で
あ
る
の
に
、
な

ぜ
参
加
し
な
い
の
で
す
か
？　

こ
の

よ
う
な
こ
と
は
話
す
必
要
が
な
い
！　

金
起
勳
を
顯
進
の
代
身
と
し
て
立
て

る
の
で
す
。
顯
進
は
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」（
マ
ル
ス
ム
選
集

６
０
９
︱
１
３
１
）

　

二
〇
〇
九
年
一
月
十
五
日
、
真
の

お
父
様
は
「
万
王
の
王
神
様
（
解
放

権
）
戴
冠
式
」
を
挙
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
式
典
に
顯
進
様
が
参
加
し

な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、「
な
ぜ
参

加
し
な
い
の
で
す
か
？　

こ
の
よ
う

な
こ
と
を
話
す
必
要
が
な
い
」
と
叱

責
さ
れ
、
お
父
様
は
「
金
起
勳
を
顯

進
の
代
身
と
し
て
立
て
る
」
よ
う
に

さ
れ
た
の
で
す
。
お
父
様
は
、
金キ

ㇺ

孝ヒ
ョ
ウ

律ユ
ㇽ

氏
に
人
事
措
置
を
読
み
上
げ

る
よ
う
指
示
さ
れ
、
金
孝
律
氏
は

「
顯
進
様
は
Ｕ
Ｐ
Ｆ
会
長
と
Ｇ
Ｐ
Ｆ

か
ら
一
年
間
休
み
…
…
」（
同
６
０

９
︱
１
３
４
）
と
い
う
お
父
様
の
指

示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

櫻
井
正
上
氏
は
、
米
国
理
事
会
の

こ
の
事
件
が
「
顯
進
様
の
暴
挙
と
し

て
報
告
、
お
父
様
が
激
怒
」
さ
れ
、

そ
れ
が
「
顯
進
様
の
職
務
停
止
を
命

じ
る
直
接
的
な
原
因
」（『
真
実
を
求

め
て
』
37
ペ
ー
ジ
）
だ
っ
た
と
述
べ

ま
す
が
、
真
の
お
父
様
は
「
万
王
の

王
神
様
（
解
放
権
）
戴
冠
式
」
に
顯

進
様
が
不
参
加
だ
っ
た
こ
と
を
叱
責

さ
れ
、「
金
起
勳
を
顯
進
の
代
身
と

し
て
立
て
る
」
と
の
人
事
措
置
を
さ

れ
、
一
年
間
の
「
職
務
停
止
」
を
命

じ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

梁
昌
植
氏
の
「
二
〇
〇
九
年
三
月

八
日
、
束
草
報
告
書
」
は
次
の
よ
う

に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
「
真
の
父
母
様
の
指
示
を
破
っ
て

顯
進
様
を
支
持
し
た
金
炳
和
大
陸
会

長
、
ブ
リ
ッ
ジ
ポ
ー
ト
大
学
総
長

ニ
ー
ル
・
サ
ロ
ー
ネ
ン
、
Ｕ
Ｔ
Ｓ
総

長
タ
イ
ラ
ー
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
校
長
ヒ
ュ
ー
・
ス
パ
ー
ジ
ョ

ン
は
免
職
に
な
り
ま
し
た
が
、
後
で

各
自
の
悔
い
改
め
と
と
も
に
父
母
様

の
特
別
容
赦
で
、
次
々
と
復
職
し
て

現
在
も
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」（
26

ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
よ
う
に
、
真
の
父
母
様
の
指

示
に
反
し
て
顯
進
様
を
支
持
し
た
理

事
た
ち
は
、
い
っ
た
ん
は
免
職
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
各
自
が
悔

い
改
め
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
は
真

の
父
母
様
か
ら
の
許
し
を
受
け
て

次
々
と
復
職
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
顯
進
様
は
一
連
の
こ
と

を
「
天
宙
史
的
葛
藤
」「『
長
子
』
を

潰
し
、
世
界
摂
理
を
破
壊
（
す
る
）

…
…
『
サ
タ
ン
の
業
』」
と
い
う
恣

意
的
な
観
点
か
ら
見
詰
め
、「
真
の

父
母
」
に
対
す
る
過
ち
、
お
よ
び
不

忠
を
〝
悔
い
改
め
る
〟
こ
と
を
せ
ず
、

真
の
父
母
様
か
ら
許
さ
れ
な
い
ま
ま
、

真
の
父
母
様
と
た
も
と
を
分
か
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
二

〇
〇
九
年
九
月
十
日
を
最
後
に
、
真

の
父
母
様
の
前
に
姿
さ
え
見
せ
な
く

な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
金
鍾
奭
氏
の

『
統
一
教
会
の
分
裂
』
や
櫻
井
正
上

氏
の
『
真
実
を
求
め
て
』
は
、
金
炳

和
氏
が
述
べ
る
「
お
母
様
の
陣
頭
指

揮
の
下
、
顯
進
様
を
完
全
に
排
除
す

る
」（『
真
実
を
求
め
て
』「
真
実
の

前
に
沈
黙
を
破
っ
て
」
５
ペ
ー
ジ
）

と
い
う
〝
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟
を

描
く
た
め
の
〝
虚
偽
の
証
言
〟
な
ど

を
、
ま
る
で
真
実
で
あ
る
か
の
よ
う

に
仕
立
て
上
げ
て
書
か
れ
た
書
籍
な

の
で
す
。

二
〇
〇
九
年
三
月
八
日
の
い
わ

ゆ
る
「
束
草
事
件
」
の
と
き
、
真
の

お
父
様
は
「
カ
イ
ン
・
ア
ベ
ル
の
Ｕ

Ｎ
を
中
心
と
し
て
一
つ
と
な
れ
る
こ

こ
（
真
の
父
母
）
が
本
部
で
あ
っ

て
、
顯
進
が
い
る
と
こ
ろ
が
本
部
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」（
マ
ル
ス
ム
選
集

６
０
９
︱
１
２
２
）、「
皆
さ
ん
が
今

後
、
生
き
る
と
し
て
も
、
先
生
の
生

き
方
と
憲
法
（
み
言
）
を
中
心
と
し

て
、
主
流
に
従
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」（
同
）
と
述
べ
、
警

告
の
み
言
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
真
の
父
母
」
を
不
信

さ
せ
よ
う
と
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
の
広
め

る
〝
虚
偽
の
証
言
〟
に
惑
わ
さ
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
ま
で
も
、
天

の
父
母
様
（
神
様
）
と
真
の
父
母
様

に
対
す
る
〝
孝
情
〟
を
持
ち
、「
主

流
に
従
っ
て
」
歩
ん
で
い
く
希
望
の

実
体
と
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。　


